
概要

心疾患メカニズムの解明に役立ちます

○心血管疾患は日本における死亡原因の第2
位であり、新たな予防法や治療法の開発が
強く望まれています。

○伝導系は電線のように機能し、心房と心
室からの規則的な電気刺激を伝達し、心臓
が効率的に拍動できるようにします。

○現在、心房と心室の同期収縮を調整する
重要な構成要素である房室結節を組み込ん
だモデルはありません。複雑な現代の植込
み型心臓ペースメーカーは、時に心房と心
室の協調不全（伝導ブロック）を引き起こ
すことがあります。房室結節を組み込んだ
植込み型心臓ペースメーカーのテストベッ
ドシステムが非常に望まれています。

○我々は、房室結節の詳細な記述を含む、
心臓電気伝導系の独自の多機能モデルを開
発しました。このモデルは、不整脈の隠れ
たメカニズムをより深く理解するだけでな
く、植込み型心臓ペースメーカーの現在の
テストベッドシステムの改善にも役立ちま
す。

実用化の可能性

○ 私たちのモデルを用いた不整脈研究は、
頻脈や心房細動の治療法の開発に役立つ
でしょう。

○ 埋め込み型心臓ペースメーカー用の高
度なテストベッド システムの開発。

私たちの研究に参加することに関心のあ
る方からのご連絡をお待ちしております。

UBICからのメッセージ

研究概要図

本研究で開発した、房室結節を含む心臓電
気伝導系多機能モデルは、不整脈のメカニ
ズムの解析や、ペースメーカー制御アルゴ
リズムの検証に活用できます。今後は、植
込み型ペースメーカーの安全評価のための
テストベッドシステムへの適用、また、新
たなデバイス開発につながることが期待さ
れます。

上級准教授 Maxim Ryzhii
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新規追加

「多機能」修正

研究およびペースメーカー試験のための
心臓伝導系のコンピュータモデル
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